

































語形成過程は，（1）のように分類される（窪菌 1995，蛙木 1995). 





































ことである（365語中 307語， 84.1%）.このうち， 304語は，短縮される前の複合語の前部要素




(2) ② 複合以前の前部要素が元々 2モーラの語＋後部要素から 2モーラ 52 
例） 朝＋一番→あさいち，板＋山葵→いたわさ，栗＋鰻頭→くりまん， ゴム
十長靴→ゴムなが，など
② 前部要素から 2モーラ十複合以前の後部要素が元々 2モーラの語 14 
例） アポイントメント十取り→アポとり，イタリア十飯→イタめし，原動機十
付き→げんっき，天ぷら＋かす→てんかす，など






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































武蔵 ＋ 小杉 むさこ 2十1→3
地名／元号十（普通名詞：すべて漢語）＋大学
青山 ＋ 学院（十大学） → あおがく
お茶の水 ＋ 女子（＋大学） さー， おちゃじよ 2十1→3
九州i ＋ 大学 一→ きゅうだい
京都 十大学 → きょうだい
慶藤（＋義塾） ＋ 大学 けいだい
早稲田 ＋ 大学 → そうだい 音訪1転換
多摩 ＋ 美術（十大学） 一→ たまび 2+1→3 
東京 十大学 → とうだい
日本 十大学 にちだい
大阪 十大学 →匡記だい 音訓転換
北梅道 十大学 → ほくだい 非促音化
武蔵野 十美術（＋大学） 一歩 むさび 2+1→3 
横浜 十市立（＋大学） → よこい （横浜市立大学からの
短縮か）
横浜 ＋ 国立（＋大学） → よここく
地名十普通名詞：和語
銀座 でぶらぶらする → ぎんぷら
日吉 の裏 → ひょうら
地名＋普通名詞：漢語
関西 ＋ 空港 一→ かんくう
京浜 十急行 → けいきゅう
渋谷 ＋ 公会堂 → しぶこう
東京 十急行 → とうきゅう
東京 ＋ 電力 → とうでん
横浜 ＋ 銀行 →匪亘ぎん
横浜 ＋線 →医亘せん
日比谷（線） ＋ 直通 → ひびちよく
日吉 の代表 → ひょだい
地名十普通名詞：外来語
浅草橋 ＋ ヤング（＋洋品店） 一→ あさヤン
渋谷 十 カジュアノレ → しぶカジ 劫音直化
東京 十スポーツ → とうスポ
横浜 十 スタジアム → よこスタ
代々木 ＋ ゼミナール 一う よゼミ 1－ト2→3
普通名前：和語十地名
下 ＋ 北沢 → しもきた
西 十船橋 → にしふな




































































例） 第一 十文学部 → いちぶん
演歌 の アイドル 一一歩 えんドル
教育 十実習生 一一う きょうせい
行政 十改革 一一歩 ぎょうか
高等 十学校 一一歩 こフこフ
ジャパン 十 からゆき → ジャパゆき
商事 十会社 一一う しょうしゃ
自宅 十浪人 → たくろう
チャイルド ＋ アイドノレ → チャイドル
モデル の カジュアル → デルカジ
（試験に）出る 十英単語 → でるたん
ノξーフェクト 十完壌 → パーペき
横浜 十銀行 → はまぎん
横浜 十線 → はません
パラエティー 十 アイドノレ → パラドル
一般 ＋ 教養 → ばんきょう
一般 十 ビープル 一→ ぱんピー














イタリアン 十 カジュアノレ → イタカジ
モデ、ル の カジュアノレ → デ、ルカジ
ノξリ ＋ カジュア／レ → パリカジ






二ゲ工B二 十 オーケストラ → からオケ
テレピ 十 オーケストラ → テレオケ
スーパー→＊スー Oスパ：
スーパー 十 コンビューター → スパコン
ノξーソナル→＊パー 。パソ：
ノξーソナル ＋ コンビューター → パソコン
ノξート→＊パー Oパト：
ノξ トー 十 タイム → パトタイ
ピーフ→＊ピー Oピフ，ステーキ→＊テーキOテキ：








例） 国語十研究所 → ＊こくけん Oこっけん
失業十対策 …~ ＊しったい 。しったい
塾十講師 …ーョ， ＊じゅくこう 。じゅっこう
特別＋快速 一一う ＊とくかい 0とっかい
特別十急行 一一歩 ＊とくきゅう 0とっきゅう




例） スポーツ十日本 一一う ＊スポにつ 0スポにち
日本十銀行 一一う ＊につぎん 0にちぎん
日本＋劇場 一一歩 ＊につげき 0にちげき
日本＋大学 一一歩 ＊につだい 。にちだい




アメリカン 十 フットボール → アメフト
ペッパー→＊ペッ Oベパ：
レタス ＋ ベッパー（パーガー） → レタベパ
または，促音を「ツ」にかえる
例） トップ→＊トッ＊トプ Oトツ：










例） 簡易 十保険 一一歩 ＊かんほ 0かんぽ
勤務 十評定 一~ ＊きんひょう 0きんぴょう
原子力 十発電 一一今 ＊げんはつ 0げんばっ
健康 ＋ 保険 一一う ＊けんほ 0けんぽ
損害 十保険 一一歩 ＊そんほ 0そんぽ
万国 十博覧会 一ー歩 ＊ばんはく 0ぱんぱく
民間 ＋ 放送 一一歩 ＊みんほう 0みんぼう
⑧ 複合語が短縮される過程で，音訓の転換が起こる．
例） 落語 十研究会 一~ ＊らくけん ＊らっけん Oおちけん
複合語短縮 63 
労働 十組合 → Oろうそ
但し， rろうくみ」も不可能ではない
二子 十玉川 一~ ＊ふたたま 0にこたま
早稲田 ＋ 大学 一今 ＊わせだい Oそうだい






ラに短縮されている. 58例のうち 30例は，前部要素と後部要素から漢字を 1宇ずっとったもの
である．
例）家庭 十裁判所 → かさい
航空 十母艦 →くうぼ
情報 ＋ 処理 → じようしよ など
また， 11例は前部要素か後部要素のどちらか一方から，漢字を 1宇とってつくられている．
例） 武蔵 ＋ 小杉 → むさこ
代々
後藤






例）衛藤（先生） の美術 → えとび
小沢 十健二 → おざけん
家事 十手伝い → かじてっ
家庭 十教師 → かできょう
木村 十拓也 一一う きむたく
士壇場 ＋ キャンセル 一一今 どたキャン
日吉 の裏 → ひょうら
日吉 の代表 → ひょだい
保健 十管理（センター） → ほけかん
歩行者 ＋ 天国 一→ ほこてん










アイス 十 ホッケー 一一う ＊アイホッ 。アイホ
ポテト 十 チップ 一一今 ＊ポテチッ 0ポテチ
ラケット 十 ノミッグ 一ーヤ ＊ラケノミッ 0ラケパ
長音
オレンジ 十 カード 一一う ＊オレカー 0オレカ
ダンス 十 ハーァィ一一＋ ＊ダンパー 0ダンパ
デパート 十 ガール ーー今 ＊デ、パガー Oデ、パガ
テレホン ＋ カード 一一今 ＊テレカー 0テレカ
ハイウェイ 十 カード 一一歩 ＊ハイカー 。ハイカ
ファミリー 十 マーケット 一一歩 ＊ファミマー Oファミマ





例） アジテーション 十 ポイント → アジト
チョコレート 十 ノξフェ → チョコパ
ハイ 十 ソサエティ →ハイソ
プラスチック 十 モデル → フラモ
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